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４
月
13
日
、
多
良
木
町
の
養
鶏

場
で
「
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
」
の
発
生
が
確
認
さ
れ
、
同

じ
経
営
者
が
経
営
す
る
養
鶏
場
が

相
良
村
に
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
両

養
鶏
場
の
鶏
、
計
11
万
２
千
羽
の

殺
処
分
が
決
定
し
ま
し
た
。
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
は
、
国
内

で
は
３
年
ぶ
り
、
熊
本
県
内
で
は

初
め
て
の
こ
と
で
、
大
き
な
衝
撃

を
与
え
ま
し
た
。

　
国
が
定
め
る
特
定
家
畜
伝
染
病

防
疫
指
針
で
、
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
発
生
確
認
か
ら
24
時
間
以
内

の
殺
処
分
、
72
時
間
以
内
の
埋
却

の
防
疫
措
置
を
と
る
こ
と
が
定
め

ら
れ
て
お
り
、
迅
速
な
対
応
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。
相
良
村
で
は
、

多
良
木
町
で
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
発
生
の
疑
い
の
報
告
を
受
け
、

直
ち
に
防
疫
対
策
本
部
を
設
置
し
、

情
報
収
集
、
殺
処
分
の
人
員
確
保

や
消
毒
ポ
イ
ン
ト
の
設
置
等
対
策

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
国
や
県
、
周
辺
市
町
村
、
自
衛

隊
な
ど
関
係
団
体
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
、
期
間
内
に

防
疫
措
置
を
完
了
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
村
民
の
皆

さ
ん
に
も
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

発
生
か
ら
終
息
ま
で

４
月
12
日
（
土
）

　
多
良
木
町
で
疑
似
患
畜
確
認

　
職
員
待
機

４
月
13
日
（
日
）

午
前
8
時

　
多
良
木
町
で
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

　
ザ
が
発
生
、
遺
伝
子
検
査
の
結

　
果
、Ｈ
５
型
陽
性
と
確
定

午
前
8
時
30
分

　
相
良
村
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
防

　
疫
対
策
本
部
設
置

午
前
10
時
30
分

　
多
良
木
町
で
鶏
の
殺
処
分
開
始

午
後
12
時
30
分

　
消
毒
ポ
イ
ン
ト
運
用
開
始

午
後
13
時
15
分

　
相
良
村
で
殺
処
分
開
始

４
月
14
日
（
月
）

午
前
3
時
50
分

　
相
良
村
の
殺
処
分
終
了

　（
計
5
万
6
千
羽
）

午
後
7
時
20
分

　
多
良
木
町
の
殺
処
分
終
了

　（
計
5
万
6
千
羽
）

午
後
8
時
45
分

　
多
良
木
町
で
埋
却
の
た
め
の
死

　
鳥
投
入
終
了

4
月
15
日
（
火
）

午
前
10
時

　
相
良
村
で
死
鳥
投
入
終
了

午
後
7
時

　
多
良
木
町
の
防
疫
措
置
完
了

4
月
16
日
（
水
）

午
前
7
時
30
分

　
相
良
村
の
防
疫
措
置
完
了

4
月
17
日
（
木
）

　
検
査
の
結
果
、
高
病
原
性
鳥
イ

　
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ｈ
５
Ｎ
８
亜
型

　
で
あ
る
こ
と
を
確
認

5
月
1
日
（
木
）

午
後
6
時

　
搬
出
制
限
区
域
（
3
〜
10
㎞
以

　
内
）
の
解
除

5
月
8
日
（
木
）

午
前
0
時

　
移
動
制
限
区
域（
３
㎞
以
内
）の

　
解
除

午
後
13
時
30
分

　
相
良
村
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
防

　
疫
対
策
本
部
解
散

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
熊
本
県
農
林
水
産
政
策
課

　
☎
０
９
６
｜
３
８
３
｜
１
１
１
１

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
た
ら…

正
確
な
情
報
収
集
と

冷
静
な
判
断
を
！

　
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
鶏
、

七
面
鳥
、
カ
モ
な
ど
の
家
き
ん
の

病
気
で
あ
り
、
感
染
力
が
強
く
、

ま
ん
延
す
る
と
畜
産
業
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、
拡
大
防
止

の
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要

で
す
。

　
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

の
人
へ
の
感
染
の
可
能
性
や
自
宅

で
飼
っ
て
い
る
鳥
が
死
ん
で
し
ま

っ
た
場
合
の
対
処
方
法
な
ど
に
つ

い
て
、
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

鶏
肉
、
卵
の
安
全
性
に
つ
い
て

　
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
、
鶏
肉
や
鶏
卵
を

食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
に
感

染
し
た
と
い
う
事
例
の
報
告
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
不
安
な
方
は
生
食

を
避
け
、
十
分
加
熱
す
る
よ
う
に

し
て
下
さ
い
。

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の

人
へ
の
感
染
に
つ
い
て

　
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、こ
の
病

気
に
か
か
っ
た
鶏
と
接
触
し
て
、

羽
や
粉
末
状
に
な
っ
た
フ
ン
を
吸

い
込
ん
だ
り
、
触
れ
た
り
す
る
な

鳥
が
次
々
に
連
続
し
て
死
ん
で
し

ま
う
と
い
う
こ
と
が
な
い
限
り
、

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
心
配
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
安

心
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
原
因
が
分
か
ら
な
い
ま

ま
、
鳥
が
連
続
し
て
死
ん
で
し
ま
っ

た
と
い
う
場
合
に
は
、
そ
の
鳥
に

素
手
で
触
っ
た
り
、
土
に
埋
め
た

り
せ
ず
に
、
な
る
べ
く
早
く
、
お

近
く
の
獣
医
師
、
家
畜
保
健
衛
生

所
又
は
保
健
所
に
ご
相
談
下
さ
い
。

死
亡
し
た
野
鳥
を

発
見
し
た
場
合
に
つ
い
て

　
飼
育
中
の
鳥
と
同
様
に
、
直
ち

に
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
疑
う
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
素
手
で
不

用
意
に
触
っ
た
り
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　
た
だ
し
、野
鳥
が
密
集
し
て
死
ん

で
い
る
場
合
に
は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
な
ど
の
病
気
の
感
染
が
考
え

ら
れ
ま
す
の
で
、
家
畜
衛
生
保
健

所
又
は
保
健
所
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

ど
、
人
の
体
内
に
大
量
の
ウ
イ
ル

ス
が
入
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
、
ご

く
ま
れ
に
か
か
る
こ
と
が
あ
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
海
外
で

人
へ
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感

染
事
例
が
あ
り
ま
す
が
、
日
本
で

は
、
感
染
し
た
鶏
等
は
、
徹
底
的

に
処
分
さ
れ
て
お
り
、
通
常
の
生

活
で
病
気
の
鳥
と
接
触
し
た
り
、フ
ン

を
吸
い
込
む
よ
う
な
こ
と
は
あ
ま

り
な
い
こ
と
か
ら
、
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
感
染
す
る
可
能
性
は

き
わ
め
て
低
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

鳥
の
飼
育
に
つ
い
て

　
国
内
で
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

発
生
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
直
ち

に
家
庭
等
で
飼
育
し
て
い
る
鳥
が

感
染
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
清
潔
な
状
態
で
飼
育
し
、
ウ
イ

ル
ス
を
運
ん
で
く
る
可
能
性
が
あ

る
野
鳥
を
近
づ
け
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
鳥
の
排
せ
つ
物
に
触

れ
た
後
は
、
必
ず
、
手
洗
い
と
う

が
い
を
十
分
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
飼
育
中
の
鳥
を
野
山
に

放
す
こ
と
は
、
決
し
て
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
飼
育
し
て
い
た
鳥
が
死
ん
で
し

ま
っ
た
場
合
、
直
ち
に
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
を
疑
う
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
原
因
が
分
か
ら
な
い
ま
ま
、

鳥インフルエンザ
封じ込めへ

鳥インフルエンザ
封じ込めへ

鳥インフルエンザ
封じ込めへ

鳥インフルエンザ
封じ込めへ

鳥インフルエンザ
封じ込めへ

鳥インフルエンザ
封じ込めへ
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1. 殺処分に取り掛かる職員

2. 夜を徹して殺処分・埋却
　 作業が行われた

3. 炭酸ガスによる殺処分

4. 拡散防止の車両消毒

写真の説明

◆
県
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　
熊
本
県
内
で
４
月
13
日
に
発

生
し
た
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
は
、
５
月
８
日
に
終
息

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
県
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
車

両
消
毒
を
は
じ
め
と
す
る
防
疫

対
策
へ
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
県
で
は
、
県
産
の
鶏
肉
や
鶏

卵
な
ど
の
安
全
安
心
な
農
林
水

産
物
を
皆
さ
ま
に
お
届
け
す
る

た
め
、
食
の
安
全
確
保
を
第
一

に
、
引
き
続
き
生
産
者
の
方
々

や
関
係
機
関
と
連
携
し
て
参
り

ま
す
。

　
４
月
13
日
、
多
良
木
町
の
養
鶏

場
で
「
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
」
の
発
生
が
確
認
さ
れ
、
同

じ
経
営
者
が
経
営
す
る
養
鶏
場
が

相
良
村
に
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
両

養
鶏
場
の
鶏
、
計
11
万
２
千
羽
の

殺
処
分
が
決
定
し
ま
し
た
。
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
は
、
国
内

で
は
３
年
ぶ
り
、
熊
本
県
内
で
は

初
め
て
の
こ
と
で
、
大
き
な
衝
撃

を
与
え
ま
し
た
。

　
国
が
定
め
る
特
定
家
畜
伝
染
病

防
疫
指
針
で
、
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
発
生
確
認
か
ら
24
時
間
以
内

の
殺
処
分
、
72
時
間
以
内
の
埋
却

の
防
疫
措
置
を
と
る
こ
と
が
定
め

ら
れ
て
お
り
、
迅
速
な
対
応
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。
相
良
村
で
は
、

多
良
木
町
で
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
発
生
の
疑
い
の
報
告
を
受
け
、

直
ち
に
防
疫
対
策
本
部
を
設
置
し
、

情
報
収
集
、
殺
処
分
の
人
員
確
保

や
消
毒
ポ
イ
ン
ト
の
設
置
等
対
策

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
国
や
県
、
周
辺
市
町
村
、
自
衛

隊
な
ど
関
係
団
体
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
、
期
間
内
に

防
疫
措
置
を
完
了
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
村
民
の
皆

さ
ん
に
も
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

発
生
か
ら
終
息
ま
で

４
月
12
日
（
土
）

　
多
良
木
町
で
疑
似
患
畜
確
認

　
職
員
待
機

４
月
13
日
（
日
）

午
前
8
時

　
多
良
木
町
で
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

　
ザ
が
発
生
、
遺
伝
子
検
査
の
結

　
果
、Ｈ
５
型
陽
性
と
確
定

午
前
8
時
30
分

　
相
良
村
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
防

　
疫
対
策
本
部
設
置

午
前
10
時
30
分

　
多
良
木
町
で
鶏
の
殺
処
分
開
始

午
後
12
時
30
分

　
消
毒
ポ
イ
ン
ト
運
用
開
始

午
後
13
時
15
分

　
相
良
村
で
殺
処
分
開
始

４
月
14
日
（
月
）

午
前
3
時
50
分

　
相
良
村
の
殺
処
分
終
了

　（
計
5
万
6
千
羽
）

午
後
7
時
20
分

　
多
良
木
町
の
殺
処
分
終
了

　（
計
5
万
6
千
羽
）

午
後
8
時
45
分

　
多
良
木
町
で
埋
却
の
た
め
の
死

　
鳥
投
入
終
了

4
月
15
日
（
火
）

午
前
10
時

　
相
良
村
で
死
鳥
投
入
終
了

午
後
7
時

　
多
良
木
町
の
防
疫
措
置
完
了

4
月
16
日
（
水
）

午
前
7
時
30
分

　
相
良
村
の
防
疫
措
置
完
了

4
月
17
日
（
木
）

　
検
査
の
結
果
、
高
病
原
性
鳥
イ

　
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ｈ
５
Ｎ
８
亜
型

　
で
あ
る
こ
と
を
確
認

5
月
1
日
（
木
）

午
後
6
時

　
搬
出
制
限
区
域
（
3
〜
10
㎞
以

　
内
）
の
解
除

5
月
8
日
（
木
）

午
前
0
時

　
移
動
制
限
区
域（
３
㎞
以
内
）の

　
解
除

午
後
13
時
30
分

　
相
良
村
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
防

　
疫
対
策
本
部
解
散

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
熊
本
県
農
林
水
産
政
策
課

　
☎
０
９
６
｜
３
８
３
｜
１
１
１
１

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
た
ら…

正
確
な
情
報
収
集
と

冷
静
な
判
断
を
！

　
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
鶏
、

七
面
鳥
、
カ
モ
な
ど
の
家
き
ん
の

病
気
で
あ
り
、
感
染
力
が
強
く
、

ま
ん
延
す
る
と
畜
産
業
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、
拡
大
防
止

の
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要

で
す
。

　
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

の
人
へ
の
感
染
の
可
能
性
や
自
宅

で
飼
っ
て
い
る
鳥
が
死
ん
で
し
ま

っ
た
場
合
の
対
処
方
法
な
ど
に
つ

い
て
、
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

鶏
肉
、
卵
の
安
全
性
に
つ
い
て

　
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
、
鶏
肉
や
鶏
卵
を

食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
に
感

染
し
た
と
い
う
事
例
の
報
告
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
不
安
な
方
は
生
食

を
避
け
、
十
分
加
熱
す
る
よ
う
に

し
て
下
さ
い
。

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の

人
へ
の
感
染
に
つ
い
て

　
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、こ
の
病

気
に
か
か
っ
た
鶏
と
接
触
し
て
、

羽
や
粉
末
状
に
な
っ
た
フ
ン
を
吸

い
込
ん
だ
り
、
触
れ
た
り
す
る
な

鳥
が
次
々
に
連
続
し
て
死
ん
で
し

ま
う
と
い
う
こ
と
が
な
い
限
り
、

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
心
配
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
安

心
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
原
因
が
分
か
ら
な
い
ま

ま
、
鳥
が
連
続
し
て
死
ん
で
し
ま
っ

た
と
い
う
場
合
に
は
、
そ
の
鳥
に

素
手
で
触
っ
た
り
、
土
に
埋
め
た

り
せ
ず
に
、
な
る
べ
く
早
く
、
お

近
く
の
獣
医
師
、
家
畜
保
健
衛
生

所
又
は
保
健
所
に
ご
相
談
下
さ
い
。

死
亡
し
た
野
鳥
を

発
見
し
た
場
合
に
つ
い
て

　
飼
育
中
の
鳥
と
同
様
に
、
直
ち

に
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
疑
う
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
素
手
で
不

用
意
に
触
っ
た
り
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　
た
だ
し
、野
鳥
が
密
集
し
て
死
ん

で
い
る
場
合
に
は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
な
ど
の
病
気
の
感
染
が
考
え

ら
れ
ま
す
の
で
、
家
畜
衛
生
保
健

所
又
は
保
健
所
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

ど
、
人
の
体
内
に
大
量
の
ウ
イ
ル

ス
が
入
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
、
ご

く
ま
れ
に
か
か
る
こ
と
が
あ
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
海
外
で

人
へ
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感

染
事
例
が
あ
り
ま
す
が
、
日
本
で

は
、
感
染
し
た
鶏
等
は
、
徹
底
的

に
処
分
さ
れ
て
お
り
、
通
常
の
生

活
で
病
気
の
鳥
と
接
触
し
た
り
、フ
ン

を
吸
い
込
む
よ
う
な
こ
と
は
あ
ま

り
な
い
こ
と
か
ら
、
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
感
染
す
る
可
能
性
は

き
わ
め
て
低
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

鳥
の
飼
育
に
つ
い
て

　
国
内
で
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

発
生
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
直
ち

に
家
庭
等
で
飼
育
し
て
い
る
鳥
が

感
染
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
清
潔
な
状
態
で
飼
育
し
、
ウ
イ

ル
ス
を
運
ん
で
く
る
可
能
性
が
あ

る
野
鳥
を
近
づ
け
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
鳥
の
排
せ
つ
物
に
触

れ
た
後
は
、
必
ず
、
手
洗
い
と
う

が
い
を
十
分
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
飼
育
中
の
鳥
を
野
山
に

放
す
こ
と
は
、
決
し
て
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
飼
育
し
て
い
た
鳥
が
死
ん
で
し

ま
っ
た
場
合
、
直
ち
に
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
を
疑
う
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
原
因
が
分
か
ら
な
い
ま
ま
、

鳥インフルエンザ
封じ込めへ
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封じ込めへ
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　 作業が行われた

3. 炭酸ガスによる殺処分

4. 拡散防止の車両消毒

写真の説明

◆
県
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　
熊
本
県
内
で
４
月
13
日
に
発

生
し
た
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
は
、
５
月
８
日
に
終
息

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
県
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
車

両
消
毒
を
は
じ
め
と
す
る
防
疫

対
策
へ
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
県
で
は
、
県
産
の
鶏
肉
や
鶏

卵
な
ど
の
安
全
安
心
な
農
林
水

産
物
を
皆
さ
ま
に
お
届
け
す
る

た
め
、
食
の
安
全
確
保
を
第
一

に
、
引
き
続
き
生
産
者
の
方
々

や
関
係
機
関
と
連
携
し
て
参
り

ま
す
。
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４
月
13
日
、
多
良
木
町
の
養
鶏

場
で
「
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
」
の
発
生
が
確
認
さ
れ
、
同

じ
経
営
者
が
経
営
す
る
養
鶏
場
が

相
良
村
に
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
両

養
鶏
場
の
鶏
、
計
11
万
２
千
羽
の

殺
処
分
が
決
定
し
ま
し
た
。
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
は
、
国
内

で
は
３
年
ぶ
り
、
熊
本
県
内
で
は

初
め
て
の
こ
と
で
、
大
き
な
衝
撃

を
与
え
ま
し
た
。

　
国
が
定
め
る
特
定
家
畜
伝
染
病

防
疫
指
針
で
、
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
発
生
確
認
か
ら
24
時
間
以
内

の
殺
処
分
、
72
時
間
以
内
の
埋
却

の
防
疫
措
置
を
と
る
こ
と
が
定
め

ら
れ
て
お
り
、
迅
速
な
対
応
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。
相
良
村
で
は
、

多
良
木
町
で
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
発
生
の
疑
い
の
報
告
を
受
け
、

直
ち
に
防
疫
対
策
本
部
を
設
置
し
、

情
報
収
集
、
殺
処
分
の
人
員
確
保

や
消
毒
ポ
イ
ン
ト
の
設
置
等
対
策

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
国
や
県
、
周
辺
市
町
村
、
自
衛

隊
な
ど
関
係
団
体
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
、
期
間
内
に

防
疫
措
置
を
完
了
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
村
民
の
皆

さ
ん
に
も
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

発
生
か
ら
終
息
ま
で

４
月
12
日
（
土
）

　
多
良
木
町
で
疑
似
患
畜
確
認

　
職
員
待
機

４
月
13
日
（
日
）

午
前
8
時

　
多
良
木
町
で
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

　
ザ
が
発
生
、
遺
伝
子
検
査
の
結

　
果
、Ｈ
５
型
陽
性
と
確
定

午
前
8
時
30
分

　
相
良
村
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
防

　
疫
対
策
本
部
設
置

午
前
10
時
30
分

　
多
良
木
町
で
鶏
の
殺
処
分
開
始

午
後
12
時
30
分

　
消
毒
ポ
イ
ン
ト
運
用
開
始

午
後
13
時
15
分

　
相
良
村
で
殺
処
分
開
始

４
月
14
日
（
月
）

午
前
3
時
50
分

　
相
良
村
の
殺
処
分
終
了

　（
計
5
万
6
千
羽
）

午
後
7
時
20
分

　
多
良
木
町
の
殺
処
分
終
了

　（
計
5
万
6
千
羽
）

午
後
8
時
45
分

　
多
良
木
町
で
埋
却
の
た
め
の
死

　
鳥
投
入
終
了

4
月
15
日
（
火
）

午
前
10
時

　
相
良
村
で
死
鳥
投
入
終
了

午
後
7
時

　
多
良
木
町
の
防
疫
措
置
完
了

4
月
16
日
（
水
）

午
前
7
時
30
分

　
相
良
村
の
防
疫
措
置
完
了

4
月
17
日
（
木
）

　
検
査
の
結
果
、
高
病
原
性
鳥
イ

　
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ｈ
５
Ｎ
８
亜
型

　
で
あ
る
こ
と
を
確
認

5
月
1
日
（
木
）

午
後
6
時

　
搬
出
制
限
区
域
（
3
〜
10
㎞
以

　
内
）
の
解
除

5
月
8
日
（
木
）

午
前
0
時

　
移
動
制
限
区
域（
３
㎞
以
内
）の

　
解
除

午
後
13
時
30
分

　
相
良
村
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
防

　
疫
対
策
本
部
解
散

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
熊
本
県
農
林
水
産
政
策
課

　
☎
０
９
６
｜
３
８
３
｜
１
１
１
１

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
た
ら…

正
確
な
情
報
収
集
と

冷
静
な
判
断
を
！

　
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
鶏
、

七
面
鳥
、
カ
モ
な
ど
の
家
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ん
の

病
気
で
あ
り
、
感
染
力
が
強
く
、

ま
ん
延
す
る
と
畜
産
業
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、
拡
大
防
止

の
対
策
に
取
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組
む
こ
と
が
必
要

で
す
。

　
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

の
人
へ
の
感
染
の
可
能
性
や
自
宅

で
飼
っ
て
い
る
鳥
が
死
ん
で
し
ま

っ
た
場
合
の
対
処
方
法
な
ど
に
つ

い
て
、
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

鶏
肉
、
卵
の
安
全
性
に
つ
い
て

　
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
、
鶏
肉
や
鶏
卵
を

食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
に
感

染
し
た
と
い
う
事
例
の
報
告
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
不
安
な
方
は
生
食

を
避
け
、
十
分
加
熱
す
る
よ
う
に

し
て
下
さ
い
。

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の

人
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の
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染
に
つ
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て

　
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
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病
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に
か
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た
鶏
と
接
触
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て
、

羽
や
粉
末
状
に
な
っ
た
フ
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を
吸

い
込
ん
だ
り
、
触
れ
た
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す
る
な

鳥
が
次
々
に
連
続
し
て
死
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で
し

ま
う
と
い
う
こ
と
が
な
い
限
り
、

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
心
配
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
安

心
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
原
因
が
分
か
ら
な
い
ま

ま
、
鳥
が
連
続
し
て
死
ん
で
し
ま
っ

た
と
い
う
場
合
に
は
、
そ
の
鳥
に

素
手
で
触
っ
た
り
、
土
に
埋
め
た

り
せ
ず
に
、
な
る
べ
く
早
く
、
お

近
く
の
獣
医
師
、
家
畜
保
健
衛
生

所
又
は
保
健
所
に
ご
相
談
下
さ
い
。

死
亡
し
た
野
鳥
を

発
見
し
た
場
合
に
つ
い
て

　
飼
育
中
の
鳥
と
同
様
に
、
直
ち

に
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
疑
う
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
素
手
で
不

用
意
に
触
っ
た
り
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　
た
だ
し
、野
鳥
が
密
集
し
て
死
ん

で
い
る
場
合
に
は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
な
ど
の
病
気
の
感
染
が
考
え

ら
れ
ま
す
の
で
、
家
畜
衛
生
保
健

所
又
は
保
健
所
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

ど
、
人
の
体
内
に
大
量
の
ウ
イ
ル

ス
が
入
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
、
ご

く
ま
れ
に
か
か
る
こ
と
が
あ
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
海
外
で

人
へ
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感

染
事
例
が
あ
り
ま
す
が
、
日
本
で

は
、
感
染
し
た
鶏
等
は
、
徹
底
的

に
処
分
さ
れ
て
お
り
、
通
常
の
生

活
で
病
気
の
鳥
と
接
触
し
た
り
、フ
ン

を
吸
い
込
む
よ
う
な
こ
と
は
あ
ま

り
な
い
こ
と
か
ら
、
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
感
染
す
る
可
能
性
は

き
わ
め
て
低
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

鳥
の
飼
育
に
つ
い
て

　
国
内
で
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

発
生
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
直
ち

に
家
庭
等
で
飼
育
し
て
い
る
鳥
が

感
染
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
清
潔
な
状
態
で
飼
育
し
、
ウ
イ

ル
ス
を
運
ん
で
く
る
可
能
性
が
あ

る
野
鳥
を
近
づ
け
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
鳥
の
排
せ
つ
物
に
触

れ
た
後
は
、
必
ず
、
手
洗
い
と
う

が
い
を
十
分
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
飼
育
中
の
鳥
を
野
山
に

放
す
こ
と
は
、
決
し
て
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
飼
育
し
て
い
た
鳥
が
死
ん
で
し

ま
っ
た
場
合
、
直
ち
に
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
を
疑
う
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
原
因
が
分
か
ら
な
い
ま
ま
、

鳥インフルエンザ
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鳥インフルエンザ
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に
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は
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８
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に
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を
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る
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と
が
で
き
ま
し
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ま
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は
、
車

両
消
毒
を
は
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と
す
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対
策
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解
・
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が
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全
安
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な
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を
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、
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安
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を
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に
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の
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と
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携
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て
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り

ま
す
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わだいむらのの

3

　子どもたちに交通ルールを身につけてもらい、
子どもの事故を無くそうと４月に村内小中学校及
び保育園で交通安全教室が行われました。中学生
や小学校高学年は自転車の乗り方、小学生は登下
校時の交通安全、保育園は横断歩道の渡り方など、
年齢に合わせた指導が行われました。
　あざみ園では、園庭に特設の信号機と横断歩道
が作られ、人吉警察署、深水駐在所と交通指導員
の皆さんの指導の下、園児たちは安全な道路の渡
り方を練習しました。

信号を守って気を付けて渡ろう

右見て！左見て！
交通安全教室15

4

ロアッソ熊本の選手が相良村に！

　ロアッソ熊本 ‘火の国もりあげタイ’ の矢野大輔
選手、金井大樹選手、キム・ジョンソク選手と池
谷友良社長が相良村を表敬訪問しました。暁保育
園の園児もお出迎えし、３選手はハイタッチで応
えました。
　‘火の国もりあげタイ’ の３選手は、今年１年間
相良村の紹介の入った名刺を配るなど、相良村の
PRを行います。
　表敬訪問では、のぼりやサイン入りフラッグが
德田村長に手渡され、選手の意気込みが語られま
した。

相良村のＰＲに尽力
ロアッソ熊本の選手が表敬訪問15

4

トラックで稚魚を運搬し川辺川へ放流

4
10

15万匹の鮎の稚魚を放流
平成２６年度鮎増殖事業

　相良村の重要な水産資源である鮎を守ろうと、
平成２６年度鮎増殖事業の一環で、川辺川（村内６
か所）に１５万匹もの鮎の稚魚を放流しました。
　天草・牛深の施設でふ化させた体重０．４ｇほど
の小さな稚魚を、球磨川漁業協同組合の相良村鮎
等中間育成施設で約２か月半の間育成し、体重３
〜６ｇ、体長６、７㎝ほどになるまで成長した稚
魚を放流しました。
　放流された鮎の稚魚は、川の流れに逆らって、
元気に川を上って行きました。

　春の全国交通安全運動に合わせて、ＪＡ相良農
機センター前において、交通安全タッチ運動が行
われました。これは、広く交通安全を呼びかけ、
正しい交通マナーを実践することにより、交通事
故をなくそうと実施されたものです。
　交通指導員、交通安全母の会、老人クラブ、安
全運転管理者等協議会相良支部、深水駐在所の皆
さんと相良村長、サガラッパが、通行した車など
１００台に対して、チラシや粗品などを配り、交
通ルールを守るよう呼びかけました。

道行く車 1台 1台に声掛け

交通事故ゼロを目指して
交通安全タッチ運動7

4
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【個人戦】
小学６年男子の部Ｂ　　　第３位　宮𥔎　聡
小学５・６年女子の部Ａ　優　勝　樋口　ほたる
小学５・６年女子の部Ｂ　第２位　倉田　青空
　　　　　　　　　　　　第３位　戸浦　まひろ
中学２年男子の部Ａ　　　優　勝　倉田　大聖
中学２年女子の部　　　　第２位　樋口　もも
【団体戦】
小学校低学年の部　　　　第３位　相良南小学校
小学校高学年の部　　　　第３位　相良南小学校
中学校男子の部　　　　　第３位　相良中学校　

　第 7回「おどんな日本一」全国少年剣道大会が人
吉城跡護国神社境内「御館跡」で行われ、県内外の小
中学生約４５０人が熱戦を繰り広げました。第１日目
は個人戦、第２日目は、団体戦が行われました。
　相良村の小中学生も健闘し、上位入賞を果たしまし
た。小学生の部では、個人戦の上位入賞者数が最も多
かった団体に授与される八木杯を受賞しました。
　結果は、右記のとおりです。

おどんな日本一
全国少年剣道大会

相良中学校の出場選手相良南小学校の出場選手

摘採機で一気に摘み取っていく

　熊本県で一番の生産量を誇り、相良村の特産物
であるお茶の摘採が四浦地区で始まりました。
　山村製茶でも新茶摘みが始まり、摘採機で柔ら
かい新芽の部分を摘み取りました。山村孝行さん
（上四浦）によると、今年の生葉の出来は、芽の伸
びがよく良好で、収量も昨年より多い見込みだと
いうことです。２、３月に適度に雨が降り、肥料
がよく効いたためではないかと話されました。
　山村製茶では、蒸製玉緑茶に加工され出荷され
ます。

　安部弘昭さん（新村）が児童福祉における功労が
認められ、春の叙勲で瑞宝双光章を受章し、県庁
で伝達式が行われました。
　安部さんは、「受章は、子ども達、職員、地域の
皆さん、家族のおかげ。」と受章の感想を述べられ
ました。また、「心を持った子どもにと児童福祉に
取り組んできた。今後は子どもを育てる人材の育
成にも力を入れたい。」と児童福祉に携わった 50
年を振り返るとともに今後の展望を語られました。

受章　おめでとうございます

新茶のシーズンです
四浦地区で新茶摘み始まる19

4心を育てる児童福祉を
春の叙勲　瑞宝双光章受章8

5
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■日時／６月１８日（水）　9：30より受付
■場所／相良村ふれあいセンター
※準備の都合上、13日（金）までお知らせください。
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の保健福
祉

ひろば

6月の小児科在宅当番医

１日㈰	 公立多良木病院小児科
８日㈰	 人吉医療センター　小児科
15日㈰	たかはし小児科内科医院
22日㈰	やまむら医院
29日㈰	増田クリニック小児科

４２−２５６０
２２−２１９１
２４−２２２２
４５−０００５
２２−３５７０

〈受診時間/午前9時〜午後5時〉

※受診される場合は、医療機関へ連絡してください。
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お問い合わせは　保健福祉課（直通）☎３５−１０３２
国保係　戸籍係−内線29　福祉係　保健係（ふれあいセンター内）
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保健福祉のひろば

児童手当の現況届について

ご存知ですか？
国保の医療費負担が増えています !

　児童手当を受けている方は、毎年６月に「現況届」を提出しなければなりません。
　この届出は、毎年６月１日における状況を記載し、児童手当を引き続き受け
る要件があるかどうか確認するためのものです。
　この届の提出がないと、６月分以降の手当が受けられなくなりますのでご注
意ください。
　なお、現在受給中の方については用紙を６月上旬に郵送します。

〔受付期間〕　平成２６年６月１６日（月）〜平成２６年６月３０日（月）（土、日を除く）
〔受付時間〕　８：３０〜１７：００
〔受付場所〕　相良村役場	保健福祉課	福祉係　
〔必要書類〕　○	現況届
　　　　　　○	印鑑（認印可）
　　　　　　○	請求書用紙　３枚　※窓口受け取りの方のみ
　　　　　　○	受給者の健康保険証のコピー　※	受給者が厚生年金、共済年金等の加入者のみ
　　　　　　○	受給者の所得証明書　※平成２６年１月１日に相良村に住民票がない方は、前住所地の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　		市町村から所得証明書を取り寄せてください。
〔そ の 他〕　児童手当の支払い方法を変更される場合は、変更届を提出しなければなりませんので、
　　　　　　現況届を提出される際に申し出てください。
　　　　　　※	口座は受給者の名義に限ります。お子様や配偶者名義には変更できません。

【問合せ先】福祉係

　国民健康保険は、病気やケガにそなえて加入者が日ごろから収入に
応じて保険税を出し合いそこから医療費を支払う相互扶助の制度です。
　下記のグラフのとおり過去 3年分のデータを見ると　本村は年々国
保加入者数が減少しているのに対し、医療費は増加傾向にあります。
一人ひとりの医療費の負担が重くなってきている状況です。
　若い時から生活習慣病の予防対策を進め、疾病発症しないことがで
きれば、家計に占める医療費の負担も軽くなります。そのためには、
年に 1回は健康診査を受けて、病気を早期に治療し、健康管理と適正
な病院受診で経費削減に努めましょう。	

平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度
1,623 人 1,572 人 1,528 人
257,640 円 259,772 円 272,149 円

平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度
56.4％ 56.3％ 62.3％
644 人 626 人 716 人一人あたり医療費 受診者数

加入者数 受診率

特定健診受診状況国保加入者と一人当たり医療費の推移
（１年間の医療費）

国が定めた特定健診受診率の
目標値は 65％です。
本年度の受診率を上げましょう。

特定健診申込み受付中です !

【問合せ先】国保係・保健係
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学校保健委員会だより きちんと手洗いしよう！
学校保健委員 權頭　博

危険なのは、
高い血圧がずっと続いてしまうこと。

　血圧もたまに高くなるくらいなら、それほど問

題ではありません。しかし、高い血圧が続くこと

は、血管壁に高い圧力がかかり続けることになり

動脈硬化が進行します。高血圧が引き起こす合

併症は自覚症状もなくひそかに進みます。

　特定健診は第一の予防手段です。ぜひ、毎年

受診して下さい。突然の死亡や介護の必要な状

態などで生活を大きく変えてしまう、脳梗塞・脳

出血・心筋梗塞・腎不全などの大きな病気を予

防しましょう。

◆次回は「血圧ってなに？」について掲載予定です。

【シリーズ No.1】

高血圧を見過ごしてはいませんか？
どうして血圧が高いといけないの？

健康づくりを
お手伝いします

管  理  栄  養  士  が

・脳梗塞
・脳出血
・くも膜下出血

・心肥大
・狭心症
・心筋梗塞

・尿蛋白
・慢性腎臓病
・腎不全

・眼底出血
・網膜静脈閉塞症
・大動脈解離
・大動脈瘤
　末梢動脈疾患

脳に
生じる合併症

腎臓に
生じる合併症

心臓に
生じる合併症

その他

高血圧=高い圧力が血管にかかっている状態

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　

平成 25 年度から始まった『すまいる健康栄養教室』。

健康と栄養の基本について学び、調理し食べる教室です。

健康について興味のある方ならどなたでも参加出来ますので

気軽にご参加ください。

すまいる健康
栄養教室の

開催について

※準備の都合がありますので
　平成２６年６月１０日（火）までに
　保健福祉課　保健係（35-1032）へご連絡ください。

第１回目　平成２６年６月１７日（火）
【期　日】

第２回目　平成２６年  ８月１９日（火）〈予定〉
第３回目　平成２６年１０月２１日（火）〈予定〉
第４回目　平成２６年１２月１６日（火）〈予定〉
第５回目　平成２７年  ２月１７日（火）〈予定〉

【時　間】 午前９時３０分～午後０時３０分まで
【場　所】 柳瀬構造改善センター
【対　象】 村内在住の方
【参加費】 無　料
【持ってくる物】 エプロン、三角巾、筆記用具

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

図
書
館
め
ぐ
り

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？

　学
校
に
は
、
図
書
館
が
あ
り
ま
す
。
児
童

生
徒
・
先
生
方
の
利
用
が
優
先
さ
れ
る
の
で
、

貸
出
し
に
制
限
は
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の
方

も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
、
相
良
村
に
あ
る
各
学
校
の
図

書
館
の
様
子
や
活
動
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

お
楽
し
み
に
！

◆
相
良
村
子
ど
も
読
書
活
動

　
推
進
計
画
に
つ
い
て

　
子
ど
も
の
読
書
活
動
は
、
子
ど
も
が
言
葉

を
学
び
、
感
性
を
磨
き
、
表
現
力
を
高
め
、

想
像
力
を
豊
か
な
も
の
に
す
る
な
ど
、
人
生

を
よ
り
深
く
生
き
る
力
を
身
に
つ
け
て
い
く

上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
。

　
相
良
村
で
は
、
平
成
21
年
度
よ
り
５
年
間
、

「
相
良
村
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」を

策
定
し
、
読
書
環
境
の
整
備
な
ど
、
読
書
活

動
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た（「
子

ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」

（
平
成
13
年
法
律
第
154
号
）第
９
条
第
２
項
の

規
定
に
基
づ
く
）。

　
策
定
後
５
年
が
経
過
し
、
基
と
な
る
法
律

の
改
定
に
伴
い
、
平
成
26
年
度
よ
り
新
た
に

第
二
次
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
相
良
村
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
よ
り
詳
し
く
内
容
が
確
認
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
♪

第
一
回

学
校
図
書
館
っ
て
知
っ
て
い
ま
す
か
。

【
今
回
の
担
当
：
鳥
原
真
紀
子（
相
良
北
小
）】

本の貸し出しの様子

相良村ホームページ

　 　 　 ▼文化・スポーツ・生涯学習 ▼ ▼相良村子ども読書活動推進計画（第二次）
検  索

※村内学校の保護者の皆様には、読書活動に関するアンケートにご協力いただき、ありがとうございました。
オススメの本のコーナー（月替）

　ちょっとばかり恐縮な話ですが、人間の唾液、涙、

鼻水、そして血液と言った体液や、排せつ物には、

当の本人は元気でも、特にウイルスなどの思わぬ病

原微生物が潜んでいることがあります。そして、少

し気をつけないと私達は、それを色々なところへま

きちらしたり、逆に、私達の体の中に取り入れてし

まったりします。くしゃみや鼻水、せきは、とくに

要注意です。大便にウイルスが含まれていれば、そ

れはトイレットペーパーをすりぬけて、おしりを拭

いた手にべったりと付着してしまいます。そういっ

た病原微生物は、私達の体から出てしまうと、大半

は数日のうちに死滅してしまいますが、それまでの

期間が問題となるわけです。

　そんな病気の循環を断ち切る一番手軽で確かな方

法が、しっかりとした手洗いです。人の手は、しわ

や指紋などよごれをためこむデコボコがあり、また

いろいろなよごれを呼び寄せる脂ぶんがあり、見た

目にはきれいでもほんとうはけっこうきたないも

のです。ですから石鹸をつけて、ていねいにしっか

り洗わないと病気のもとは洗い落とせません。特に

爪がある指先や、指のまたの手の甲側は、手洗いが

不充分となりやすいところです。不潔な手で食べ物

をつまんで食べると思わぬところで拾ってきたウイ

ルスにより感染性胃腸炎（嘔吐下痢症）をおこしたり、

またよごれた手で顔や鼻をいじると鼻の奥の粘膜を

とおして、かぜやインフルエンザ、風疹や、手足口

病などの病気をひろってしまうことになります。

　じつは確率的にはそんなに高いことではありませ

んのであまり神経質になってもどうか？ということ

も言えるでしょうが、外から帰ったとき、食事前、

そしてトイレのあとはしっかりと石鹸をつけててい

ねいに手を洗う習慣をつけたいものです。

Ｈ２５年度
「すまいる健康栄養教室」
の様子
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保健福祉のひろば



8

学校保健委員会だより きちんと手洗いしよう！
学校保健委員 權頭　博

危険なのは、
高い血圧がずっと続いてしまうこと。

　血圧もたまに高くなるくらいなら、それほど問

題ではありません。しかし、高い血圧が続くこと

は、血管壁に高い圧力がかかり続けることになり

動脈硬化が進行します。高血圧が引き起こす合

併症は自覚症状もなくひそかに進みます。

　特定健診は第一の予防手段です。ぜひ、毎年

受診して下さい。突然の死亡や介護の必要な状

態などで生活を大きく変えてしまう、脳梗塞・脳

出血・心筋梗塞・腎不全などの大きな病気を予

防しましょう。

◆次回は「血圧ってなに？」について掲載予定です。

【シリーズ No.1】

高血圧を見過ごしてはいませんか？
どうして血圧が高いといけないの？

健康づくりを
お手伝いします

管  理  栄  養  士  が

・脳梗塞
・脳出血
・くも膜下出血

・心肥大
・狭心症
・心筋梗塞

・尿蛋白
・慢性腎臓病
・腎不全

・眼底出血
・網膜静脈閉塞症
・大動脈解離
・大動脈瘤
　末梢動脈疾患

脳に
生じる合併症

腎臓に
生じる合併症

心臓に
生じる合併症

その他

高血圧=高い圧力が血管にかかっている状態

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　

平成 25 年度から始まった『すまいる健康栄養教室』。

健康と栄養の基本について学び、調理し食べる教室です。

健康について興味のある方ならどなたでも参加出来ますので

気軽にご参加ください。

すまいる健康
栄養教室の

開催について

※準備の都合がありますので
　平成２６年６月１０日（火）までに
　保健福祉課　保健係（35-1032）へご連絡ください。

第１回目　平成２６年６月１７日（火）
【期　日】

第２回目　平成２６年  ８月１９日（火）〈予定〉
第３回目　平成２６年１０月２１日（火）〈予定〉
第４回目　平成２６年１２月１６日（火）〈予定〉
第５回目　平成２７年  ２月１７日（火）〈予定〉

【時　間】 午前９時３０分～午後０時３０分まで
【場　所】 柳瀬構造改善センター
【対　象】 村内在住の方
【参加費】 無　料
【持ってくる物】 エプロン、三角巾、筆記用具

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

図
書
館
め
ぐ
り

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？

　学
校
に
は
、
図
書
館
が
あ
り
ま
す
。
児
童

生
徒
・
先
生
方
の
利
用
が
優
先
さ
れ
る
の
で
、

貸
出
し
に
制
限
は
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の
方

も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
、
相
良
村
に
あ
る
各
学
校
の
図

書
館
の
様
子
や
活
動
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

お
楽
し
み
に
！

◆
相
良
村
子
ど
も
読
書
活
動

　
推
進
計
画
に
つ
い
て

　
子
ど
も
の
読
書
活
動
は
、
子
ど
も
が
言
葉

を
学
び
、
感
性
を
磨
き
、
表
現
力
を
高
め
、

想
像
力
を
豊
か
な
も
の
に
す
る
な
ど
、
人
生

を
よ
り
深
く
生
き
る
力
を
身
に
つ
け
て
い
く

上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
。

　
相
良
村
で
は
、
平
成
21
年
度
よ
り
５
年
間
、

「
相
良
村
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」を

策
定
し
、
読
書
環
境
の
整
備
な
ど
、
読
書
活

動
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た（「
子

ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」

（
平
成
13
年
法
律
第
154
号
）第
９
条
第
２
項
の

規
定
に
基
づ
く
）。

　
策
定
後
５
年
が
経
過
し
、
基
と
な
る
法
律

の
改
定
に
伴
い
、
平
成
26
年
度
よ
り
新
た
に

第
二
次
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
相
良
村
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
よ
り
詳
し
く
内
容
が
確
認
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
♪

第
一
回

学
校
図
書
館
っ
て
知
っ
て
い
ま
す
か
。

【
今
回
の
担
当
：
鳥
原
真
紀
子（
相
良
北
小
）】

本の貸し出しの様子

相良村ホームページ

　 　 　 ▼文化・スポーツ・生涯学習 ▼ ▼相良村子ども読書活動推進計画（第二次）
検  索

※村内学校の保護者の皆様には、読書活動に関するアンケートにご協力いただき、ありがとうございました。
オススメの本のコーナー（月替）

　ちょっとばかり恐縮な話ですが、人間の唾液、涙、

鼻水、そして血液と言った体液や、排せつ物には、

当の本人は元気でも、特にウイルスなどの思わぬ病

原微生物が潜んでいることがあります。そして、少

し気をつけないと私達は、それを色々なところへま

きちらしたり、逆に、私達の体の中に取り入れてし

まったりします。くしゃみや鼻水、せきは、とくに

要注意です。大便にウイルスが含まれていれば、そ

れはトイレットペーパーをすりぬけて、おしりを拭

いた手にべったりと付着してしまいます。そういっ

た病原微生物は、私達の体から出てしまうと、大半

は数日のうちに死滅してしまいますが、それまでの

期間が問題となるわけです。

　そんな病気の循環を断ち切る一番手軽で確かな方

法が、しっかりとした手洗いです。人の手は、しわ

や指紋などよごれをためこむデコボコがあり、また

いろいろなよごれを呼び寄せる脂ぶんがあり、見た

目にはきれいでもほんとうはけっこうきたないも

のです。ですから石鹸をつけて、ていねいにしっか

り洗わないと病気のもとは洗い落とせません。特に

爪がある指先や、指のまたの手の甲側は、手洗いが

不充分となりやすいところです。不潔な手で食べ物

をつまんで食べると思わぬところで拾ってきたウイ

ルスにより感染性胃腸炎（嘔吐下痢症）をおこしたり、

またよごれた手で顔や鼻をいじると鼻の奥の粘膜を

とおして、かぜやインフルエンザ、風疹や、手足口

病などの病気をひろってしまうことになります。

　じつは確率的にはそんなに高いことではありませ

んのであまり神経質になってもどうか？ということ

も言えるでしょうが、外から帰ったとき、食事前、

そしてトイレのあとはしっかりと石鹸をつけててい

ねいに手を洗う習慣をつけたいものです。

Ｈ２５年度
「すまいる健康栄養教室」
の様子
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6月は土砂災害防止月間
災害から身を守るのは日頃の備えと早めの避難です！

　

これからは梅雨に入り、雨の多い季節。
土石流、地すべり、がけ崩れなどの土砂災害は、

主に雨が引き金となって発生します。
みなさんの自宅、職場の周りに土砂災害危険箇所はありませんか。

事前に危険な箇所を確認し、防災情報を収集するなど
「日頃の備え」を万全にし

いざとなったら「早めの避難」を心がけましょう。

□なお、危険な箇所の確認方法など、詳しくは「相良村防災マップ」をご覧ください。
【問合せ先】役場総務課 行政係 ☎３５－０２１１　産業振興課 林務係 ☎３５－１０３４

危
険
を

知
ら
せ
る

前
ぶ
れ
と

災
害
の
特
徴

地すべり

雨や雪解け水などが、
がけの中にしみ込んで、
突然、崩れ落ちるのががけ崩れです。
地震で起こることもあります。
崩れそうな様子が
あまりなかったのに急に崩れ、
逃げる時間もなく
人が死んでしまったり、
家がこわされたりします。
（危険の前ぶれ）
・がけからの水が濁る。
・がけに亀裂が入る。　
・小石がパラパラ落ちてくる。

地すべりは広い範囲にわたって起こるのが特徴です。
ふつう地すべりはゆっくり動きますが、突然一気に数メートルも
動くことがあります。たくさんの家や田畑、道路などが壊されてしまいます。
また、地すべりによってせき止められた川の水が下流に一気に流れて、
大災害をもたらすこともあります。地面は、かたさや種類の違う土や石が、
いくつもの層になって積み重なってできています。
大雨が降り続くと地下に水がたくさんしみ込み、水を通しにくい
粘土層の上に水がたくさん溜まります。するとその力に持ち上げられて
粘土層をさかいに上の地面がゆっくりと動き出します。これが地すべりです。
（危険の前ぶれ）
・地面にひび割れができる。
・水面や井戸の水が濁る。
・斜面から水が噴き出す。

が
け
崩
れ

山や谷の土、砂、石などが、
梅雨の長雨や台風の大雨による水と一緒になって、
ものすごい勢いで流れてくるものを土石流といいます。
（危険の前ぶれ）
・山鳴りや立ち木の裂ける音、石のぶつかりあう音などが聞こえる。
・雨が降り続いているのに川の水位が下がる。
・川の水が急に濁ったり、流木が混ざりはじめる。

避難する前に・・・
●ラジオやテレビなどの気象情報をチェックする。
●非常時持ち出し品の用意、飲料水や食料品を確保する。
●停電に備えて懐中電灯や携帯用ラジオを準備しておく。
●日頃から家族全員で避難場所や避難する道順を決めておく。

熊本県の防災情報を見ることができます！
ＰＣ向け：防災情報ホームページ
http://cyber.pref.kumamoto.jp/bousai/
携帯向け：統合型防災情報ホームページ
http://www.mobile.bousai.pref.kumamoto.jp

土
石流

災害から身を守るためには、情報に気を配り、避難場所、避難経路を確認しておきましょう!

　本
年
度
か
ら
２
年
間
、
熊
本
県
か
ら
派
遣

さ
れ
た
武
富
さ
ん
は
、
新
天
地
で
の
仕
事
に

不
安
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、「
せ
っ
か
く

２
年
間
、
相
良
村

で
働
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
相
良
村
に
な

じ
ん
で
楽
し
く
仕
事
を
し

て
い
き
た
い
。」
と
前
向
き
で
す
。

　保
健
福
祉
課
で
は
、
介
護
保
険
の
事
業
計

画
に
携
わ
り
、
村
民
の
み
な
さ
ん
を
は
じ
め
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
事
業
所
な
ど
の

関
係
機
関
と
の
連
携
に
努
め
た
い
と
意
気
込

み
を
語
り
ま
し
た
。

　二
人
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
パ
パ
で
も
あ
り
、

週
末
は
家
族
と
過
ご
す
そ
う
で
す
。
自
然
豊

か
な
相
良
村
で
子
ど
も
た
ち
と
川
遊
び
な
ど

ア
ウ
ト
ド
ア
を
楽
し
み
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

武 富　強
たけとみ　　　  つよし

﹇
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主
幹

﹇
出
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型
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ー
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profile

　本
年
度
か
ら
新
規
職
員
と
し
て
働
く
こ
と

と
な
っ
た
乙
益
さ
ん
は
、
産
業
振
興
課
で
観

光
と
農
業
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
発
生
し
た
際
は
、
殺
処
分
や
消
毒
な

ど
最
前
線
の
現
場
で
活
動
し
ま
し
た
。

　鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
終
息
し
て
、

現
在
は
、
役
場
の
業
務
を
覚
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
早
く
農
家
の
皆
さ
ん
の

顔
と
名
前
、
生
産
し
て
い
る
野
菜
な
ど
を
覚

え
た
い
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　観
光
で
は
、
相
良
村
の
営
業
主
任
「
サ
ガ

ラ
ッ
パ
」
と
と
も
に
相
良
村
を
Ｐ
Ｒ
し
て
、

相
良
村
に
多
く
の
観
光
客
を
集
め
る
こ
と
が

目
標
で
す
。

　休
日
は
、
友
達
や
家
族
と
お
酒
を
飲
ん
だ

り
し
て
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

乙 益   隆 道
おとます　　　 たかみち

﹇
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﹇
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こ
と
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やました　　　    ゆ　か

﹇
所
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﹈  
保
健
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係

﹇
出
　身
﹈  
相
良
村
川
辺

﹇
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液
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型

﹇
趣
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profile
　生
ま
れ
育
っ
た
相
良
村
で
働
き
た
い
と
の

思
い
を
叶
え
た
山
下
さ
ん
。
現
在
、
保
健
福

祉
課
で
障
害
関
係
の
担
当
を
し
て
い
ま
す
。

「
覚
え
る
こ
と
が
多
く
て

大
変
で
す
が
、
早
く
仕
事
を
覚
え
て
、
村
民
の
み
な
さ
ん
の
力
に
な
り

た
い
。」
と
日
々
努
力
中
で
す
。

　窓
口
に
は
、
年
配
の
方
や
体
が
不
自
由
な

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
大
き
な
声
で
ゆ

っ
く
り
話
す
よ
う
心
掛
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

　ま
た
青
年
団
や
消
防
団

な
ど
地
域
の
活
動
に
参
加
し
、
村
民
の
皆
さ

ん
と
交
流
を
深
め
た
い
と
話
し
ま
す
。

　動
物
が
大
好
き
で
、
休
日
は
ペ
ッ
ト
の
犬

や
猫
と
遊
ん
で
癒
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
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消
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最

前
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現
場
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活
動
し
ま
し
た
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エ
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ザ
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終
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て
、
現
在
は
、
役
場
の
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務
を
覚

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
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く
農
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の
皆
さ
ん
の
顔
と
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前
、
生
産

し
て
い
る
野
菜
な
ど
を
覚
え
た
い

と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　
観
光
で
は
、
相
良
村
の
営
業
主

任
「
サ
ガ
ラ
ッ
パ
」
と
と
も
に
相

良
村
を
Ｐ
Ｒ
し
て
、
相
良
村
に
多

く
の
観
光
客
を
集
め
る
こ
と
が
目

標
で
す
。

　
休
日
は
、
友
達
や
家
族
と
お
酒

を
飲
ん
だ
り
し
て
、
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
生
ま
れ
育
っ
た
相
良
村
で
働
き

た
い
と
の
思
い
を
叶
え
た
山
下
さ

ん
。
保
健
福
祉
課
で
障
害
者
福
祉

関
係
の
担
当
を
し
て
い
ま
す
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「
覚
え
る
こ
と
が
多
く
て
大
変
で

す
が
、
早
く
仕
事
を
覚
え
て
、
村

民
の
皆
さ
ん
の
力
に
な
り
た
い
。」

と
日
々
努
力
中
で
す
。

　
窓
口
に
は
、
年
配
の
方
や
体
が

不
自
由
な
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

で
、
大
き
な
声
で
ゆ
っ
く
り
話
す

よ
う
心
掛
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
ま
た
青
年
団
や
女
性
消
防
隊
な

ど
地
域
の
活
動
に
参
加
し
、
村
民

の
皆
さ
ん
と
交
流
を
深
め
た
い
と

話
し
ま
す
。

　
動
物
が
大
好
き
で
、
休
日
は

ペ
ッ
ト
の
犬
や
猫
と
遊
ん
で
癒
さ

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
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6月は土砂災害防止月間
災害から身を守るのは日頃の備えと早めの避難です！

　

これからは梅雨に入り、雨の多い季節。
土石流、地すべり、がけ崩れなどの土砂災害は、

主に雨が引き金となって発生します。
みなさんの自宅、職場の周りに土砂災害危険箇所はありませんか。

事前に危険な箇所を確認し、防災情報を収集するなど
「日頃の備え」を万全にし

いざとなったら「早めの避難」を心がけましょう。

□なお、危険な箇所の確認方法など、詳しくは「相良村防災マップ」をご覧ください。
【問合せ先】役場総務課 行政係 ☎３５－０２１１　産業振興課 林務係 ☎３５－１０３４

危
険
を

知
ら
せ
る

前
ぶ
れ
と

災
害
の
特
徴

地すべり

雨や雪解け水などが、
がけの中にしみ込んで、
突然、崩れ落ちるのががけ崩れです。
地震で起こることもあります。
崩れそうな様子が
あまりなかったのに急に崩れ、
逃げる時間もなく
人が死んでしまったり、
家がこわされたりします。
（危険の前ぶれ）
・がけからの水が濁る。
・がけに亀裂が入る。　
・小石がパラパラ落ちてくる。

地すべりは広い範囲にわたって起こるのが特徴です。
ふつう地すべりはゆっくり動きますが、突然一気に数メートルも
動くことがあります。たくさんの家や田畑、道路などが壊されてしまいます。
また、地すべりによってせき止められた川の水が下流に一気に流れて、
大災害をもたらすこともあります。地面は、かたさや種類の違う土や石が、
いくつもの層になって積み重なってできています。
大雨が降り続くと地下に水がたくさんしみ込み、水を通しにくい
粘土層の上に水がたくさん溜まります。するとその力に持ち上げられて
粘土層をさかいに上の地面がゆっくりと動き出します。これが地すべりです。
（危険の前ぶれ）
・地面にひび割れができる。
・水面や井戸の水が濁る。
・斜面から水が噴き出す。

が
け
崩
れ

山や谷の土、砂、石などが、
梅雨の長雨や台風の大雨による水と一緒になって、
ものすごい勢いで流れてくるものを土石流といいます。
（危険の前ぶれ）
・山鳴りや立ち木の裂ける音、石のぶつかりあう音などが聞こえる。
・雨が降り続いているのに川の水位が下がる。
・川の水が急に濁ったり、流木が混ざりはじめる。

避難する前に・・・
●ラジオやテレビなどの気象情報をチェックする。
●非常時持ち出し品の用意、飲料水や食料品を確保する。
●停電に備えて懐中電灯や携帯用ラジオを準備しておく。
●日頃から家族全員で避難場所や避難する道順を決めておく。

熊本県の防災情報を見ることができます！
ＰＣ向け：防災情報ホームページ
http://cyber.pref.kumamoto.jp/bousai/
携帯向け：統合型防災情報ホームページ
http://www.mobile.bousai.pref.kumamoto.jp

土
石流

災害から身を守るためには、情報に気を配り、避難場所、避難経路を確認しておきましょう!
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業
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
発
生
し
た
際
は
、
殺
処
分
や
消
毒
な

ど
最
前
線
の
現
場
で
活
動
し
ま
し
た
。

　鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
終
息
し
て
、

現
在
は
、
役
場
の
業
務
を
覚
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
早
く
農
家
の
皆
さ
ん
の

顔
と
名
前
、
生
産
し
て
い
る
野
菜
な
ど
を
覚

え
た
い
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　観
光
で
は
、
相
良
村
の
営
業
主
任
「
サ
ガ

ラ
ッ
パ
」
と
と
も
に
相
良
村
を
Ｐ
Ｒ
し
て
、

相
良
村
に
多
く
の
観
光
客
を
集
め
る
こ
と
が

目
標
で
す
。

　休
日
は
、
友
達
や
家
族
と
お
酒
を
飲
ん
だ

り
し
て
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

乙 益   隆 道
おとます　　　 たかみち

﹇
所
　属
﹈  

産
業
振
興
課 

農
政
耕
地
係

﹇
出
　身
﹈  

相
良
村
深
水

﹇
血
液
型
﹈  

Ｏ
型

﹇
趣
　味
﹈  

体
を
動
か
す
こ
と
　

profile

山 下   由 華
やました　　　    ゆ　か

﹇
所
　属
﹈  

保
健
福
祉
課  

福
祉
係

﹇
出
　身
﹈  

相
良
村
川
辺

﹇
血
液
型
﹈  

Ａ
型

﹇
趣
　味
﹈  

読
書
　

profile
　生
ま
れ
育
っ
た
相
良
村
で
働
き
た
い
と
の

思
い
を
叶
え
た
山
下
さ
ん
。
現
在
、
保
健
福

祉
課
で
障
害
関
係
の
担
当
を
し
て
い
ま
す
。

「
覚
え
る
こ
と
が
多
く
て

大
変
で
す
が
、
早
く
仕
事
を
覚
え
て
、
村
民
の
み
な
さ
ん
の
力
に
な
り

た
い
。」
と
日
々
努
力
中
で
す
。

　窓
口
に
は
、
年
配
の
方
や
体
が
不
自
由
な

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
大
き
な
声
で
ゆ

っ
く
り
話
す
よ
う
心
掛
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

　ま
た
青
年
団
や
消
防
団

な
ど
地
域
の
活
動
に
参
加
し
、
村
民
の
皆
さ

ん
と
交
流
を
深
め
た
い
と
話
し
ま
す
。

　動
物
が
大
好
き
で
、
休
日
は
ペ
ッ
ト
の
犬

や
猫
と
遊
ん
で
癒
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

新しい仲間をご紹介します。新しい仲間をご紹介します。新しい仲間をご紹介します。
NEW  FACENEW  FACENEW  FACE

NEW  FACE
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（
治
療
ス
テ
ー
ジ
Ｃ
及
び
Ｆ
の

治
療
の
場
合
は
、
上
限
七
万
五

千
円
）

■
助
成
回
数

①
新
制
度
適
応
の
場
合

　

通
算
６
回
ま
で

②
現
行
制
度
適
応
の
場
合

１
年
度
目
は
３
回
ま
で
、
２

年
度
目
以
降
は
年
２
回
を
限

度
に
、
通
算
５
年
間
及
び
通

算
10
回
を
超
え
な
い
回
数

■
所
得
制
限

夫
婦
の
所
得
の
合
計
額
が

七
百
三
十
万
円
未
満（
児
童
手

当
用
）

■
申
請
書
提
出
先

　

最
寄
の
保
健
所

　

ま
た
、
不
妊
に
関
す
る
悩
み

等
の
相
談
は
、
不
妊
専
門
相
談

で
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

■
不
妊
専
門
相
談
電
話

０
９
６

−

３
８
１

−

４
３
４
０

（
熊
本
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
内
）

月
〜
土

（
午
前
９
時
〜
午
後
８
時
）

　

熊
本
県
で
は
、「
特
定
不
妊
治

療
」
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
26
年

４
月
１
日
よ
り
、
新
た
に
助
成
制

度
を
利
用
さ
れ
る
人
の
う
ち
、
初

め
て
助
成
を
受
け
る
際
の
治
療
開

始
時
の
妻
の
年
齢
が
40
歳
未
満
の

場
合
、
年
間
助
成
回
数
と
通
算
助

成
期
間
の
限
度
は
廃
止
さ
れ
、
通

算
助
成
回
数
は
６
回
ま
で
と
な
り

ま
す
。

■
対
象
治
療
法

　

体
外
受
精
及
び
顕
微
授
精

■
助
成
額

１
回
の
助
成
額
の
上
限
15
万
円

　

就
労
支
援
員
に
よ
る
就
労
相
談

の
受
け
付
け
、
資
格
取
得
の
た
め
の

講
習
会
の
開
催
な
ど
に
よ
り
就
労
の

お
手
伝
い
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
就
業
相
談
】

　

お
仕
事
を
お
探
し
の
方
は
お

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
対
象

母
子
家
庭
の
母
、
寡
婦
、
父

子
家
庭
の
父

　
■
相
談
日
時

　

月
〜
金
曜
日　

９
時
〜
16
時

　
（
木
曜
日
の
み
20
時
ま
で
）

■
相
談
方
法

　

電
話
・
来
所
・
メ
ー
ル

（boshi-k@
m

ild.ocn.ne.jp

）

【
生
活
相
談
】

　

生
活
上
の
諸
問
題
に
つ
い
て

の
相
談
に
対
応
す
る
生
活
相
談

事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
■
対
象

母
子
家
庭
の
母
、
寡
婦
、
父

子
家
庭
の
父

　
■
相
談
日
時

９
時
〜
16
時

（
土
曜
日
を
除
く
）

　
■
相
談
方
法

　
　

電
話
・
来
所
・
メ
ー
ル

（mama2136@minos.ocn.ne.jp

）

【
弁
護
士
相
談
】

　

養
育
費
の
取
り
決
め
・
履
行

確
保
な
ど
の
法
律
上
の
諸
問
題

に
つ
い
て
、
月
２
回
、
弁
護
士

に
よ
る
無
料
の
相
談
を
受
け
て

い
ま
す
。
相
談
希
望
の
方
は
、

事
前
に
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
面
会
交
流
支
援
事
業
】

　

面
会
交
流
支
援
事
業
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
時
間　

9
時
〜
16
時

■
問
合
せ

熊
本
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自

立
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６

−

３
５
１

−

８
７
７
７

　

平
成
26
年
度
の
労
働
保
険
年
度

更
新
手
続
き
は
、
６
月
２
日
か
ら

７
月
10
日
ま
で
で
す
。
熊
本
県
労

働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室
又

は
労
働
基
準
監
督
署
、
日
本
銀
行

歳
入
代
理
店
の
金
融
機
関
、
郵
便

局
で
申
告
・
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
６
月
27
日
か
ら
７
月

９
日
に
か
け
て
県
内
各
地
で
開
催

す
る
集
合
受
付
会
場
で
も
申
告
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
程
等

は
、
事
業
主
の
皆
様
に
送
付
す
る

申
告
書
に
同
封
「
熊
本
県
労
働
局

か
ら
の
お
知
ら
せ
」
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　

労
働
保
険
は
、
農
林
水
産
業
の

一
部
を
除
い
て
、
一
人
で
も
労
働

者
を
雇
用
し
て
い
る
場
合
は
、
必

ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
制

度
で
す
。
未
加
入
の
場
合
は
、
労

働
基
準
監
督
署
ま
た
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
ご
相
談
の
上
、
速
や
か

に
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ

○
申
告
書
の
記
載
方
法
に
つ
い

てコ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０

−

９
９
５

−

９
８
６

　

○
そ
の
他
年
度
更
新
に
つ
い
て

熊
本
労
働
局
総
務
部　

労
働

保
険
徴
収
室　

☎
０
９
６

−

２
１
１

−

１
７
０
２

又
は
人
吉
労
働
基
準
監
督
署

☎
２
２

−

５
１
５
１

熊
本
県
母
子
家
庭
等
就
業
・

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
よ
り

お
知
ら
せ

労
働
保
険
年
度
更
新
手
続

おしらせ

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
の

対
象
範
囲
が
か
わ
り
ま
す
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　村民の皆様、日頃から商工会員事業所をご愛顧い
ただき、誠にありがとうございます。
　さて、相良村商工会では、相良村の補助を受けて、
この度、商品券発行事業をスタートすることになり
ました。この事業は、購買力の村外流出の防止、魅
力ある商店の復活等を目指すなか、お客様がお買い
物に際し、使い勝手の良い物を提供したいとの思い
で、企画・実施いたします。

●販売期間　７月１日（火）〜９月 30 日（火）
●販 売 額　１セット＝１万円（千円で 12 枚綴り）

※販売セットの制限枠は、１人につき、５セットまで。
但し、１回の使用については、３セットまで。

●販 売 先　相良村商工会並びに、さがら温泉（茶湯里）
●使用期間　７月１日（火）〜 10 月 31 日（金）
　※登録取扱店（加盟店ステッカーで表示）で使用可能
●問 合 せ　☎３５−０５０４

☆取扱店募集☆

■募集対象　相良村商工会管轄区域内の会員事
業所又は、本店の所在地を相良村
に有する事業所

■募集期間　６月２日（月）〜６月 13 日（金）
■申込方法　登録申請書に必要事項を記載し、

商工会へ提出してください。
■申 込 先　相良村商工会
※詳細については、後日事業所説明会を開催し

ます。

　

多
良
木
町
に
お
け
る
高
病
原
性

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
に
伴

い
、
中
小
企
業
者
の
相
談
に
対
応

す
る
た
め
、
商
工
関
係
団
体
に
相

談
窓
口
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
県
の
融
資
制
度（
金
融

円
滑
化
特
別
資
金
・
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
関
連
）の
活
用
が
で
き
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
相
談
窓
口
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
相
談
窓
口

熊
本
県
商
工
会
連
合
会
、

各
商
工
会
、
各
商
工
会
議
所

熊
本
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

熊
本
県
信
用
保
証
協
会

■
問
合
せ

　

熊
本
県
商
工
振
興
金
融
課

　

※
窓
口
設
置
に
関
す
る
こ
と

　
　

☎
０
９
６

−３
３
３

−２
３
１
６

　

※
県
融
資
制
度
に
関
す
る
こ
と

　
　

☎
０
９
６

−３
３
３

−２
３
１
４

　

教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
19
年

度
か
ら
村
内
の
小
学
校
で
「
放
課

後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
小
学
生
を
対
象

と
し
て
、
子
育
て
中
の
家
庭
を
支

援
し
、
放
課
後
の
安
全
・
安
心
な

子
ど
も
の
活
動
拠
点（
居
場
所
）を

設
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
地
域

の
指
導
員
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得

て
実
施
す
る
事
業
で
す
。

　

そ
こ
で
、
子
ど
も
た
ち
の
体
験

活
動
、
見
守
り
な
ど
で
、
事
業
を

支
え
て
く
だ
さ
る
「
指
導
員
」
を

募
集
し
ま
す
。
地
域
皆
様
の
「
で

き
る
こ
と
！
」
を
、
未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
活
用
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

■
実
施
日
時

　
夏
休
み

　
（
午
前
８
時
〜
午
後
５
時
半
）

※
具
体
的
な
実
施
日
及
び
実
施

時
間
な
ど
に
つ
い
て
、
指
導

員
の
方
も
含
め
て
話
し
合

い
、
決
定
し
ま
す
。

■
活
動
場
所　

村
内
各
小
学
校

※
夏
休
み
に
小
学
校
の
校
庭
、

体
育
館
、
図
書
室
や
余
裕
教

室
な
ど
の
学
校
諸
施
設
を
利

用
し
て
実
施
し
ま
す
。

■
活
動
内
容

①
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
見
守

る
。

②
学
習
活
動
や
ゲ
ー
ム
、
得
意

な
こ
と
な
ど
を
一
緒
に
し
な

が
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
色
々

な
こ
と
を
伝
え
る
。

　
（
活
動
例
）

学
習
活
動
・
昔
遊
び
や
ゲ
ー

ム
・
読
み
聞
か
せ
・
お
り
が

み
・
紙
ひ
こ
う
き
・
工
作
・

将
棋
・
囲
碁
・
体
操
・
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
等
な
ん
で
も

構
い
ま
せ
ん
。

■
応
募
資
格

　

特
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

村
内
在
住
の
人
、
帰
省
中
の
大

学
生
等
、
意
欲
の
あ
る
人
な
ら

ど
な
た
で
も
大
歓
迎
で
す
。

※
但
し
、
高
校
生
以
上
に
限
り

ま
す
。

■
応
募
方
法

　

教
育
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

■
応
募
・
問
合
せ
先

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

　

☎
３
５

−

１
０
３
９

（
平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
ま
で・土
日
、祝
日
等
を
除
く
）

２,０００円お得!!

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生

に
伴
う
中
小
企
業
者
向
け

相
談
窓
口
の
設
置

「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」

指
導
員
大
募
集

募
　集

プレミアム付き差
さ

額
が

楽
ら

商品券
販売のお知らせ
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村長エッセー 「 相性の良くなる村〜相良村 」

　

い
ろ
ん
な
挨
拶
の
場
面
で
「
シ
ン

リ
ョ
ク
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
！
」
と

話
し
ま
す
が
、
立
夏
を
過
ぎ
て
６
月
と

も
な
る
と
そ
の「
シ
ン
リ
ョ
ク
」も「
新

緑
」か
ら「
深
緑
」へ
と
意
味
が
変
わ
っ

て
き
ま
す
。
い
つ
も
な
が
ら
時
間
が
経

つ
の
は
速
い
な
と
思
う
の
で
す
が
、
そ

の
季
節
の
変
化
を
目
や
肌
や
香
り
と

言
っ
た
も
の
で
日
常
的
に
感
じ
る
こ
と

の
で
き
る
、
わ
が
相
良
村
は
ほ
ん
と
う

に
良
い
村
で
す
。

☆

　
自
分
が
住
む
自
分
た
ち
の
村
、
相
良

村
が
明
る
く
元
気
に
な
る
た
め
に
仕
事

を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
の
が
村
長
で

す
。
な
か
な
か
力
不
足
で
思
う
よ
う
に

い
か
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し

「
去
年
よ
り
も
今
年
、
今
年
よ
り
来
年

は
も
っ
と
良
く
な
る
ゾ
！
」
と
の
思
い

で
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

　
村
民
の
生
活
に
直
接
か
か
わ
る
、
農

林
業
の
振
興
と
し
て
の
各
種
補
助
金
も

徐
々
に
充
実
さ
せ
て
き
ま
し
た
し
、
商

工
業
の
振
興
と
し
て
補
助
事
業
に
よ
る

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
も
行
い
ま

す
。
ま
た
、
３
年
目
と
な
る
公
民
分
館

等
の
改
修
も
今
年
は
上
川
下
・
永
江
・

前
田
新
村
・
蓑
毛
・
八
田
に
決
定
し
ま

し
た
。

　
二
期
目
か
ら
の
大
き
な
取
り
組
み
と

し
て
、
村
民
の
気
持
ち
が
よ
り
明
る
く

元
気
に
な
る
た
め
、
あ
る
い
は
相
良
村

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
作
戦
と
し
て
の

Ｌ
О
Ｖ
Ｅ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｒ
Ａ  

Ｐ
Ｒ
О

Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ（
ラ
ブ
・
さ
が
ら
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
）『
相
性
の
良
く
な
る
村
』
が
あ
り

ま
す
。

　
そ
れ
も
こ
れ
も
す
べ
て
が
最
終
的
に

は
村
民
の
皆
様
が
豊
か
に
な
る
た
め
の

取
り
組
み
で
す
。

☆

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
相
性
の
良
く
な

る
村
」
に
つ
い
て
。
相
良
村
は
ご
存
じ

の
と
お
り
昭
和
31
年
の
今
か
ら
58
年
前

に
、
四
浦
村
と
川
村
が
合
併
し
て
誕
生

し
た
村
で
す
。
相
良
村
と
い
う
村
名
は

か
つ
て
こ
の
地
域
が
大
名
で
あ
る
相
良

氏
が
治
め
た
相
良
藩
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
の
由
来
と
も
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
長
老
に
よ
れ
ば
「
二
つ
の
村
が
相

携
え
て
良
く
な
る
村
」
と
の
思
い
か

ら
相
良
村
と
名
付
け
た
ん
だ
と
。

　

私
は
こ
の
長
老
の
言
葉
・
思
い
に

は
、
村
の
合
併
に
し
て
も
結
婚
に
し
て

も
非
常
に
大
事
な
も
の
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
こ
の
思
い
を
忘
れ
た
と
こ
ろ
に

う
ま
く
行
か
な
く
な
る
部
分
が
出
て
く

る
と
。

　
合
併
60
年
近
く
た
っ
た
今
、
こ
の
言

葉
を
再
認
識
し
、
さ
ら
に
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
し
た
言
葉
と
し
て
「
相
性
の
良

く
な
る
村
＝
新
生
・
相
良
村
」
が
あ
り

ま
す
。
村
民
の
皆
さ
ん
が
恋
愛
だ
け
で

は
な
く
仕
事
・
勉
強
・
健
康
と
言
っ
た

す
べ
て
の
面
に
お
い
て
相
性
が
良
く
な

る
こ
と
を
望
む
も
の
で
す
。
そ
の
実
現

の
た
め
に
共
に
良
い
汗
を
流
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
！

☆

　
沖
縄
県
は
す
で
に
梅
雨
に
入
っ
た
と

の
報
道
で
す
。
近
い
う
ち
に
こ
の
相
良

村
も
梅
雨
入
り
し
ま
す
。
今
年
も
豪
雨

災
害
等
な
い
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

相良村長

德 田  正 臣
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日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7

●家庭の日 ◆母子健康手帳
　交付・両親学級
　（受付9:00～
　9:20 ふれあい

センター）

◆発達相談
●郡体グラウンド

ゴルフ大会
　（開会9:00 ～
　森園カントリー

パーク）

●村防災会議

●総合体育館休館日
●ノーテレビデー・

ノーゲームデー

8 9 10 11 12 13 14
◆６か月児育児学

級
　（H25.10月生）
　（相良村会場）

◆児童相談所事後
指導

●収納窓口延長
　（税務課）
　午後７時まで

◆こころの健康相
談（要予約）

●総合体育館休館日
●ノーテレビデー・

ノーゲームデー

15 16 17 18 19 20 21
●第31回
　村民ビーチボー

ルバレー大会
　（開会8:30 ～
　総合体育館２Ｆ

アリーナ）

◆母子健康手帳
　交付・両親学級
　（受付9:00～
　9:20 ふれあい

センター）

◆ちゃちゃクラブ ◆３～４か月健診
（H26.2.6～

　3.5生）
　（山江村会場）

●総合体育館休館日
●ノーテレビデー・

ノーゲームデー

22 23 24 25 26 27 28
●球磨郡消防ポン

プ操法大会
　（相良村運動公園）
●球磨郡ＰＴＡ
　連絡協議会
　（総合体育館）　

●収納窓口延長
　（税務課）
　午後７時まで

◆乳幼児発達相談
◆こころの健康相

談（要予約）

◆乳幼児発達相談

●総合体育館休館日
●ノーテレビデー・

ノーゲームデー

29 30
●郡体ゴルフ

●総合体育館休館日

★６月は村県民税及び固定資産税第１期の納付月です。納め忘れ
のないよう便利な口座振替のご利用を！

★保育料は毎月納期限内に納めましょう！保育料の納期は毎月
25日です。（25日が土・日・祝祭日の場合は、翌日になります。）

　

人
吉
球
磨
の
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
一
人

ひ
と
り
の
人
権
が
大
切
に
さ
れ
る
人
吉
球
磨
大
会
の
実
現
を

目
指
す
た
め
に
、
大
会
の
「
ポ
ス
タ
ー
」
及
び
「
標
語
」
を

み
な
さ
ん
に
募
集
し
ま
す
。
ポ
ス
タ
ー
や
標
語
を
考
え
る
こ

と
を
通
じ
て
、
改
め
て
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
応
募
資
格　

人
吉
球
磨
在
住
の
方

○
募
集
締
切　

平
成
26
年
６
月
20
日（
金
）

○
応
募
方
法　

応
募
票
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
持
参
・

郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

○
応
募
先　

〒
８
６
８

−

８
６
０
１ 

人
吉
市
麓
町
16
番
地

人
吉
市
教
育
委
員
会
「
人
権
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
」
係

　


２
２

−

７
０
１
９

○
部
門
規
格

⑴
ポ
ス
タ
ー
：
Ａ
４
〜
Ｂ
３
版
カ
ラ
ー（
白
黒
可
）

⑵
標
語
：
形
式
は
自
由

※
各
部
門
で
表
彰
。
賞
状
及
び
賞
品
を
授
与
。

○
お
問
い
合
せ
　
人
吉
市
教
育
委
員
会

　

☎
２
２

−

７
０
２
８（
社
会
教
育
課
）

○
主
催　

熊
本
県
人
権
教
育
研
究
協
議
会

6月の行事予定 変更になる場合もあります。 ◆保健福祉関係　●教育委員会ほか

☆毎週木曜日は「ノーテレビデー・ノーゲームデー」…
　テレビやゲームから離れ、生み出された時間を学習や読書、家族団らんなどの時間としましょう。

ポ
ス
タ
ー
標
語
募
集

部
落
差
別
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す

第
43
回
熊
本
県
人
権
教
育
研
究
大
会
人
吉
球
磨
大
会

「ポスター・標語」応募票（コピーして添付する）

匿名希望の有無　　　有　・　無

学校名（学生の場合） 学年

年齢

性別　男 ・ 女

（ふりがな）

（ふりがな）

氏　名

電話番号
（連絡先）

住　所

中体連

中体連



〈問合せ先〉総務課35-0211

おいしいお茶にな〜れ！ 北小学校でお茶摘み実習

福
　
永
　
鶴
　
子

（
あ
さ
ぎ
り
町
）

内
　
田
　
正
　
廣
（
新
　
村
）

池
　
田
　
伊
　
津
（
中
　
央
）

池
　
田
　
勝
　
吉
（
永
　
江
）

　

５
月
１
日
、
北
小
学
校
の
校

舎
横
に
あ
る
北
っ
子
茶
園
で
お

茶
摘
み
実
習
が
あ
り
、
北
小
学

校
の
児
童
、
先
生
、
保
護
者
及

び
地
域
の
皆
さ
ん
で
お
茶
摘
み

を
し
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
柔
ら
か
く
、

色
が
青
い
新
芽
の
部
分
を
丁
寧

に
摘
み
取
っ
て
い
ま
し
た
。
大

き
な
袋
に
合
計
15
袋
分
も
の
お

茶
を
摘
み
ま
し
た
。

　

み
ん
な
で
摘
ん
だ
お
茶
は
、

そ
の
後
、
３
、４
年
生
が
昔
な

が
ら
の
製
法
で
製
茶
し
ま
し

た
。
ま
ず
、鉄
釜
で
煎
り
、煎
っ

た
お
茶
を
ザ
ル
に
移
し
、
手
も

み
し
ま
す
。
こ
れ
を
３
回
ほ
ど

繰
り
返
し
、
乾
燥
さ
せ
て
出
来

上
が
り
で
す
。

　

出
来
上
が
っ
た
お
茶
は
、
給

食
の
時
間
に
飲
ま
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
摘
ん
だ
お
茶
の
一
部

は
、
製
茶
工
場
で
「
北
っ
子
新

茶
」
と
し
て
製
品
化
し
、
5
月

17
日
に
３
、４
年
生
が
人
吉
駅

で
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

相良村の人口と世帯

世帯数　1,660世帯（＋５）
男　　　2,278人　（△５）
女　　　2,556人　（△３）
計　　　4,834人　（△８）

（４月末現在）

※（　）内は、先月末との差です。
※外国人住民を含めた集計です。

香
典
返
し
〈
４
月
分
〉

相
良
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ

※
敬
称
略

釜
煎
り
す
る
と
お
茶
の
香
ば
し
い
香
り
が
漂
う

ア
ツ
ア
ツ
の
お
茶
を
力
を
込
め
て
手
も
み

村木/茶 村花/福寿草 村鳥/セキレイ

発行日／平成26年５月22日　　編集・発行／熊本県球磨郡相良村総務課
〒868-8501 熊本県球磨郡相良村大字深水2500番地1
TEL 0966–35–0211　  FAX 0966–35–0011
E-mail  info@vill.sagara.lg.jp　 ホームページ  http://www.vill.sagara.lg.jp/

　

５
月
２
日
、
茶
湯
里
の
茶
園
で
南

小
学
校
と
あ
さ
ひ
ヶ
丘
合
同
の
お

茶
摘
み
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
児

童
た
ち
は
友
達
と
競
う
よ
う
に
、
か

ご
い
っ
ぱ
い
に
お
茶
を
摘
ん
で
い
ま

し
た
。

【今月の表紙】

子どもさん（赤ちゃん）のご応募をお待ちしています。お誕生日の記念にいかがですか？

イチバンちゃん募集中！！

わがやのイチバン

吉
よ し ま つ

松 亮
りょうすけ

輔 くん

（平原区）

生年月日：平成２５年８月３０日
お父さん：泰浩さん
お母さん：千愛さん

お母さんからのメッセージ

「お姉ちゃん、お兄ちゃんと
仲良く遊ぼうね！」


